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【基本方針】
１．浚渫土砂の有効利用により、土砂処分による環境負荷の低減を図る。
２．背後盛土により防波堤構造物の安定性向上とコスト縮減を図る。
３．背後盛土上に藻場を造成し、新たな水生動植物の生息環境を創出する。

釧路港エコポート事業

浚渫土による背後盛土

3



計画延長 2,500m（事業採択区間 1,700m）
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背後盛土区間 1,100m 未施工施工
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スジメ、ガッガラコンブ、アナメ等１０種以上、植物・動物プランクトン（40種以上）、底生生物（３０種越以上）

令和３年７月調査（魚類は24時間撮影による）
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残存率
(％)

CO2吸収量の算定方法とパラメータ値

CO2吸収係数
(t-CO2/ha/年)

現存量
(kg wet/m2)

P/Bmax比

湿重乾重比
(ｇ dry/ｇ wet)

炭素含有率
(g-C/g dry)

CO2

分子量比

11.35.3 (±7.5) 6.4 (±8.4) 2.7 (±0.7)

0.17 (±0.05) 0.29 (±0.02) 3.67

⑤ ⑥ ⑦

① ② ④

CO2吸収量
(t-CO2/年)

1.9 (±2.7)

CO2吸収係数
(t-CO2/ha/年)

5.3 (±7.5)

面積
(ha)

0.36

生態系への
変換係数

1.5(±0.6)

③

①現存量：モニタリング調査から年間最大を使用(現場ごとの計測が望ましい)

[6.42kg wet/m2は釧路島防波堤でのコンブ類+スジメの平均現存量]

②P/Bmax：年間生産量(Production)と最大現存量(Biomass)の比
③生態系への変換係数：付着微細藻類などの植物(一次生産者)を考慮するための係数
④残存率：海底の土中への堆積物や沖に流れ深海に留まる比率
⑤湿潤乾重比：湿重量と乾重量の比
⑥炭素含有率：海藻乾重量当たりに含まれる炭素の量
⑦CO2分子量比： CO2(44)/C(12)＝44/12＝3.666・・・(固定値)

10



森林のCO2吸収係数の比較
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2021年インベントリ報告書
(2019年のデータ)

CO2吸収量
(kt-CO2)

55,254

森林面積
(kha)

24,934

森林の吸収係数
(ｔ-CO2/ha/年)

2.2

CO2吸収量と森林面積は
2021年インベントリ報告書,第6章8頁

※インベントリの森林は、生体バイオマス、枯死木、リター(落ち葉)、土壌に分けて数値モデルを作成し、前年度からの差分でCO2吸収量を推定。

• 森林のCO2吸収係数は2003年をピークに減少傾向（老木の増加）【2021年インベントリ報告書】

• 最新値(2019)では森林のCO2吸収係数は、2.2(ｔ-CO2/ha/年)に相当
• 釧路港島防波堤の吸収係数5.3(ｔ-CO2/ha/年)は森林の2.4倍
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カーボン・オフセット

12資料：J ブルークレジット®（試行）認証申請の手引き



Jブルークレジットの申請の流れ

13資料：J ブルークレジット®（試行）認証申請の手引き



認証対象となるブルーカーボン
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• プロジェクトの実施により吸収・固定されたブルーカーボン量を対象とし、審査
認証委員会での検証を経てＪブルークレジットとして認証。

• 認証の対象は、1 年間で吸収・固定したブルーカーボン量から、プロジェクト実
施前のブルーカーボン量（ベースライン）を差し引いた量。申請は 1 年単位。

資料：J ブルークレジット®（試行）認証申請の手引き



藻場等のプロジェクトイメージ

15資料：J ブルークレジット®（試行）認証申請の手引き



構造物や養殖施設におけるプロジェクトイメージ

16資料：J ブルークレジット®（試行）認証申請の手引き
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資料：JBEHP
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資料：JBEHP



19

資料：JBEHP
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資料：JBEHP


